
第24回定時株主総会
2022年２月25日



１．議 長 宣 言・開 会 宣 言



２．定 足 数 報 告



招集ご通知 P 3 4～ 3 7

３．監 査 結 果 報 告



監査結果報告

招集ご通知 P 3 4～ 3 7



招集ご通知 P２～19

４．事 業 報 告



(1)当事業年度の事業の状況(①事業の経過および成果)

国内経済

招集ご通知 P２

新型コロナウイルス感染症の
ワクチン接種の進展

経済社会活動が正常化

新規感染者数の大幅減少

新型コロナウイルスの新たな変異株の
登場により依然として不透明な状況が続く



（単位：千台）

■国内のバイク保有台数

※出所：一般社団法人日本自動車工業会
2020年３月末現在 ■原付二種以上

■合計

11,215 10,955 10,730 10,539 10,348 

2016年 2017年 2018年 2019年 2020年

5,315 5,339 5,375 5,435 5,495 

(1)当事業年度の事業の状況(①事業の経過および成果)

招集ご通知 P２

前年を下回る

前年を上回る



338 357 335 331 328 

2016年 2017年 2018年 2019年 2020年

175 181 191 199 204 

前年を下回る

前年を上回る

■国内の新車販売台数

※出所：一般社団法人日本自動車工業会
2020年実績（集計期間：１月～12月）

（単位：千台）

■合計

■原付二種以上

(1)当事業年度の事業の状況(①事業の経過および成果)

招集ご通知 P２



ビジョン

バイクのことならバイク王

バイクに係る全てのサービスを総合的に提供

バイクライフの生涯パートナー

招集ご通知 P２

(1)当事業年度の事業の状況(①事業の経過および成果)



(1)当事業年度の事業の状況(①事業の経過および成果)

招集ご通知 P３

販売力強化

● リテール台数の増加(ハード面)
● リテール台数の増加(ソフト面)
● 自社整備体制の充実

仕入力強化

● 車輌における量の確保
● 車輌における質の向上



招集ご通知 P３

(1)当事業年度の事業の状況(①事業の経過および成果)

バイク仕入

効果的な広告展開

人員や体制の強化

仕入れキャンペーン

高市場価値車輌の確保



リテール

商品ラインアップの適正化、

店舗の新規出店、移転・増床、

接客力向上、

売り場改善による既存店の販売力強化

および通信販売の強化

招集ご通知 P３

(1)当事業年度の事業の状況(①事業の経過および成果)

堅調なリテール市場の需要にも支えられ好調



ホールセール

高市場価値車輌の比率が上昇

販売価格水準を維持するよう販売方法の工夫

招集ご通知 P３

(1)当事業年度の事業の状況(①事業の経過および成果)

販売台数

リテール：前期より増加

ホールセール：前期より減少

全 体：前期よりやや減少



平均粗利額
前期より大幅に上昇

車輌売上単価
前期より大幅に上昇

売上総利益：増益

売 上 高：増収

招集ご通知 P３

(1)当事業年度の事業の状況(①事業の経過および成果)



リテール、ホールセール
いずれも好調

前期より大幅な増益

営業利益以降の各段階利益

招集ご通知 P３

(1)当事業年度の事業の状況(①事業の経過および成果)



（単位：百万円）

第23期 第24期 増減額 増減率

売上高 22,349 26,570 4,220 18.9%

営業利益 707 1,558 851 120.3%

経常利益 859 1,770 910 105.9%

当期純利益 594 1,226 631 106.3%

■個別の業績ハイライト

※記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております

招集ご通知 P３

(1)当事業年度の事業の状況(①事業の経過および成果)



５．計 算 書 類 報 告

招集ご通知 P 2 0～ 2 1  



第23期 第24期 増減額

流動資産合計 5,200 6,752 1,551

固定資産合計 2,455 2,496 41

有形固定資産 770 853 82

無形固定資産 824 710 ▲114

投資その他の資産 859 933 73

資産合計 7,655 9,248 1,593

※記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております

貸借対照表(資産の部)

招集ご通知 P 2 0

(単位：百万円)



第23期 第24期 増減額

流動負債合計 2,604 3,054 450

固定負債合計 470 534 63

負債合計 3,074 3,588 513

純資産合計 4,580 5,660 1,079

負債・純資産合計 7,655 9,248 1,593

※記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております

招集ご通知 P 2 0

貸借対照表(負債・純資産の部)

(単位：百万円)



第23期 第24期 増減額 増減率

売上高 22,349 26,570 4,220 18.9%

売上総利益 10,167 11,952 1,785 17.6%

販売費及び一般管理費 9,459 10,393 934 9.9%

営業利益 707 1,558 851 120.3%

経常利益 859 1,770 910 105.9%

当期純利益 594 1,226 631 106.3%

※記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております

損益計算書

招集ご通知 P 2 1

(単位：百万円)





これまでの振り返り

今後の取り組み



第24期の振り返り

ビジョン

バイクライフの生涯パートナー



第24期の振り返り

複合店における
仕入力強化

販売力強化

経営基盤の強化に努める

リテールとホールセールともに好調に推移

売上高、当期純利益 過去最高を更新



第25期以降の取り組み

新たなコーポレートミッション

３年後の目標および
目標達成に向けた戦略

第25期から第27期までの中期経営計画を策定



「まだ世界にない、感動をつくる。」

コーポレートミッション

50年後も100年後も活躍し続ける企業となることを目指し、

バイクライフを超えた「ライフデザイン」企業へ

社会的責任を果たす
企業となる

バイク事業と
シナジー効果を
創出する

新規事業に参入

50年、100年続く
愛される企業の実現



ESG の課題と取り組み

持続可能な社会の実現、

企業価値の向上を目指す

中古バイク流通市場における
リーディングカンパニー



中期経営計画の位置づけ

ビジョン

バイクライフの生涯パートナー

お客様満足度のさらなる充実

お客様に支持していただける企業になる

お客様とともに豊かなバイクライフを創り上げる企業へ

第25期から３年間で成長への土台を築く



● 買取だけでなく中古バイク
販売シェアもNo.1

● 外部ネットワークを活用した
顧客との接点拡大

● 通信販売の拡大

● CRMを活用したLTVの最大化

第27期までに成し遂げること



第25期の取り組み

CRM推進 整備インフラ

新たなシステムプラットフォームの構築

顧客データを利活用

個別サービスの提案、

顧客ロイヤリティの向上と

リピート推進

安全安心にバイクライフを

過ごせる環境の整備



全体数値目標

第24期

売上高
265億円
経常利益
17.7億円

第27期

売上高
315億円
経常利益
25.0億円

売上高成長率 19％
経常利益成長率 41％

過去最高を目指す



最重要戦略

情報戦略

営業戦略

オペレーション戦略

人事戦略

財務戦略



バイク王ファンの創出

顧客ロイヤリティの向上

営業戦略 ～ CRM モデルの確立～

従来の営業効率を維持

サービス循環型

CRMモデルを確立



営業戦略 ～ CRM モデルの確立～

<バイク王会員数>

５万人から40万人を目指す



営業戦略 ～店舗開発～

59

83

お客様接点を確保する店舗づくりを実現

車輌販売メインではなくメンテナンスやレンタルサービスを拡大

24店舗増加

第24期 第27期



オペレーション戦略 ～サービス提供基盤の構築～

ユーザー単位の循環型包括サービスモデルへの移行

ならびにプラットフォームを構築

サービスの利用
商品購入、情報の取得等を実現できる

基盤整備

<サービス利用件数>

21万件から35万件を目指す



オペレーション戦略 ～サービスの見直し、設計～

仕入

在庫

管理

整備・

商品化

販売・周辺
サービス
提供

システム開発およびITツールを活用し、業務の自動化や省力化

需要に基づく仕入、販売台数の増加に取り組む



IT基盤の構築、デジタル化の推進

情報戦略

BIツール、RPAシステムなど

様々なITツールを導入

全社の労働生産性の向上に取り組む

バイク王への信頼感、安心感を高める



人事戦略

最も重要な経営資源は人財

「社員の成長を応援する」を軸に働き方改革や人財育成を強化

・従業員の能力開発、整備士における専門職の採用強化

・働き方改革や組織変革に向けた仕組みの構築

・多様な人材が活躍できる業務の創出などの組織および風土づくり

・女性や障害者、外国人などの様々な方が活躍できる場を確保

・ライフイベントを考慮した就労制度の運用、

ダイバーシティ経営、健康経営の実現



財務戦略

ROE20％前後を目安とした資本効率の実現

企業価値の向上と積極投資により事業規模を拡大

今後はプライム市場への上場を目指す

取締役等に対する株式報酬制度の導入

全従業員向け株式給付信託制度の導入



株主還元

配当性向30％を目指す

３年連続増配

２ ２ 2.5
5.5

10
２ ２

５

10

10

第21期 第22期 第23期 第24期 第25期

中間配当
期末配当

４ ４

7.5

10.5

20



今後について

第24期 総括

「まだ世界にない、感動をつくる。」

「バイクライフの生涯パートナー」

第24期 総括

堅調なリテール市場の需要にも支えられ
売上高、当期純利益は過去最高を更新





招集ご通知 P 3 8～ 5 3

６．決 議 事 項



決議事項

招集ご通知 P38～53

第１号議案
第24期剰余金処分の件

第２号議案
取締役(監査等委員である取締役を除く。)５名選任の件

第３号議案
補欠の監査等委員である取締役１名選任の件

第４号議案
会計監査人選任の件

第５号議案
取締役（監査等委員である取締役および社外取締役を除く。）等に
対する株式報酬等の額および内容決定の件

第６号議案
監査等委員である取締役に対する株式報酬等の額および内容決定の件



第24期

中間 期末 合計

5.5円 10円 15.5円

(１)配当財産の種類 ：金銭

(２)株主に対する期末財産の割当に
関する事項およびその総額

：10円 総額 139,655,730円

(３)剰余金の配当が効力を生じる日 ：2022年２月28日

第１号議案

招集ご通知 P38

第24期剰余金処分の件



石 川 秋 彦

加 藤 義 博

大 谷 真 樹

小 宮 謙 一

澤 篤 史
※略歴等については、お手許の招集ご通知をご確認ください

いし かわ あき ひこ

か とう よし ひろ

おお たに ま き

こ みや けん いち

さわ あつ し

第２号議案

取締役(監査等委員である取締役を除く。)５名選任の件

招集ご通知 P39～42



第３号議案

※略歴等については、お手許の招集ご通知をご確認ください

招集ご通知 P43

守 屋 達 雄
もり や たつ お

補欠の監査等委員である取締役１名選任の件



第４号議案

会計監査人選任の件

名 称 赤坂有限責任監査法人

主たる事務所の所在地
東京都港区元赤坂１丁目１番８号
赤坂コミュニティビル４階

沿 革
2008年５月 設立
2008年６月 金融庁登録

概 要

構成人員
公認会計士 48名
税理士 ４名
その他従業員 61名

招集ご通知 P44



第５号議案

取締役（監査等委員である取締役および社外取締役を除く。）
等に対する株式報酬等の額および内容決定の件

① 本制度の対象となる取締役 当社の取締役

② 対象期間

2022年11月末日で終了する事業年度から2024年
11月末日で終了する事業年度までの３事業年度
および当初対象期間の経過後に開始する３事業
年度まで

③ 当社が拠出する金員の上限
当社株式の取得資金として、取締役（監査等委
員である取締役および社外取締役を除く。）分
として189百万円、執行役員分として２百万円

④ 当社株式の取得方法
当社株式を当社（自己株式の処分）又は株式市
場から取得

招集ご通知 P45～49



第６号議案

監査等委員である取締役に対する株式報酬等の額および
内容決定の件

① 本制度の対象となる取締役 当社の取締役

② 対象期間

2022年11月末日で終了する事業年度から2024年
11月末日で終了する事業年度までの３事業年度
および当初対象期間の経過後に開始する３事業
年度まで

③ 当社が拠出する金員の上限 当社株式の取得資金として、18百万円

④ 当社株式の取得方法
当社株式を当社（自己株式の処分）又は株式市
場から取得

招集ご通知 P50～53



７．質 疑 応 答・審 議



８．議 案 の 採 決



第24期

中間 期末 合計

5.5円 10円 15.5円

(１)配当財産の種類 ：金銭

(２)株主に対する期末財産の割当に
関する事項およびその総額

：10円 総額 139,655,730円

(３)剰余金の配当が効力を生じる日 ：2022年２月28日

第１号議案

招集ご通知 P38

第24期剰余金処分の件



石 川 秋 彦

加 藤 義 博

大 谷 真 樹

小 宮 謙 一

澤 篤 史
※略歴等については、お手許の招集ご通知をご確認ください

いし かわ あき ひこ

か とう よし ひろ

おお たに ま き

こ みや けん いち

さわ あつ し

第２号議案

取締役(監査等委員である取締役を除く。)５名選任の件

招集ご通知 P39～42



第３号議案

※略歴等については、お手許の招集ご通知をご確認ください

招集ご通知 P43

守 屋 達 雄
もり や たつ お

補欠の監査等委員である取締役１名選任の件



第４号議案

会計監査人選任の件

名 称 赤坂有限責任監査法人

主たる事務所の所在地
東京都港区元赤坂１丁目１番８号
赤坂コミュニティビル４階

沿 革
2008年５月 設立
2008年６月 金融庁登録

概 要

構成人員
公認会計士 48名
税理士 ４名
その他従業員 61名

招集ご通知 P44



第５号議案

取締役（監査等委員である取締役および社外取締役を除く。）
等に対する株式報酬等の額および内容決定の件

① 本制度の対象となる取締役 当社の取締役

② 対象期間

2022年11月末日で終了する事業年度から2024年
11月末日で終了する事業年度までの３事業年度
および当初対象期間の経過後に開始する３事業
年度まで

③ 当社が拠出する金員の上限
当社株式の取得資金として、取締役（監査等委
員である取締役および社外取締役を除く。）分
として189百万円、執行役員分として２百万円

④ 当社株式の取得方法
当社株式を当社（自己株式の処分）又は株式市
場から取得

招集ご通知 P45～49



第６号議案

監査等委員である取締役に対する株式報酬等の額および
内容決定の件

① 本制度の対象となる取締役 当社の取締役

② 対象期間

2022年11月末日で終了する事業年度から2024年
11月末日で終了する事業年度までの３事業年度
および当初対象期間の経過後に開始する３事業
年度まで

③ 当社が拠出する金員の上限 当社株式の取得資金として、18百万円

④ 当社株式の取得方法
当社株式を当社（自己株式の処分）又は株式市
場から取得

招集ご通知 P50～53



９．閉 会 宣 言





本日はありがとうございました


